
鈴鹿工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 確率・統計
科目基礎情報
科目番号 0140 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材 教科書：「新　確率統計」新井一道（大日本図書）参考書：「統計学入門」東京大学教養学部統計学教室編（東京大学
出版会）

担当教員 岩田 英人
到達目標
確率・統計に関する基礎理論を理解し，資料の整理・統計的推定・検定に必要な知識を習得し，実験データ等の解析・分析に応用できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1

確率の定義や条件付き確率，確率
の乗法定理を理解し計算ができ
，背後にある標本空間（確率空間
）の構造についても説明ができる
．

確率の定義や条件付き確率，確率
の乗法定理を理解し計算ができる
．

確率の計算ができない．

評価項目2
確率変数の概念を良く理解し，や
や発展的な問題も解くことができ
る．

確率変数に関する基本的な問題が
解ける．

確率変数に関する基本的な問題が
解けない．

評価項目3
統計学の数学的構造（概念の定式
化の仕方や簡単な証明など）を理
解した上で，資料の整理，統計的
推定，検定の問題が解ける．

資料の整理，統計的推定，検定の
基本的な問題が解ける．

資料の整理，統計的推定，検定の
基本的な問題が解けない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 確率・統計学は，情報化社会といわれる今日において各方面で意思決定のために用いられている学問である．応用数学

Ⅲでは，確率・統計学の基礎的な項目について学習し，データの整理・分析・推測に関する理論を習得する．

授業の進め方・方法
・授業の内容はすべて，学習・教育到達目標(B)＜専門＞，学習・教育到達目標(B)＜基礎＞に相当する．
・授業は講義形式で行う．
・「授業計画」における各週の「到達目標」はこの授業で習得する「知識・能力」に相当するものとする．

注意点

<到達目標の評価方法と基準>
　確率・統計に関する「到達目標」１～11の確認を中間試験，期末試験で行う．１～11に関する重みはおおむね均等で
合計点の60%の得点で，目標の達成を確認できるレベルの試験を課す．
<学業成績の評価方法および評価基準>
前期中間試験と前期末試験の平均点で評価する．ただし各定期試験において60点に達していない学生に対し，レポート
を課したり再試験を実施する場合がある．再試験により定期試験の成績を上回った場合には60点を上限として定期試験
の成績を再試験の成績で置き換えて評価する．
<単位修得要件>
学業成績で60点以上を取得すること．
<あらかじめ要求される基礎知識の範囲>
　本教科は数学の学習が基礎となる教科である．数学の基礎は十分に理解している必要がある．
<自己学習>　
授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間試験，定期試験のための学習も含む）に必要な標準的な学習時間の総計
が，90時間に相当する学習内容である．
<備考>　　
本教科は後に学習する数理解析学，信頼性工学（専攻科）と強く関連する教科である．公式の暗記ではなく，その意味
・考え方をきちんと理解することが重要である．特に統計分野では，関数電卓だけでなく表計算ソフトや統計用プログ
ラミング言語を積極的に活用して自己学習を進めることを強く推奨する．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 場合の数（順列，組合せ） 1.  ｎ個のものからｒ個をとる場合の数（順列，組合
せ）を計算できる．

2週 確率の計算
上記1
2.  事象（全事象，和事象，積事象，空事象，余事象
）の意味と関係を理解し，確率を計算することができ
る．

3週 条件付き確率，独立事象 3.  確率の基本的性質を理解し，条件付き確率を計算
することができる．

4週 確率変数と確率分布:平均，分散，標準偏差 4.  確率分布から平均，分散，標準偏差を求めること
ができる．

5週 二項分布 5．二項分布を理解し，その平均・分散を計算すること
ができる．

6週 連続型確率分布 6．正規分布など，統計で用いられる代表的な確率分布
について理解している．

7週 正規分布 上記5，6
8週 前期中間試験 上記1～6

2ndQ
9週 資料の整理（一次元のデータ） 7．資料から平均・中央値・モード・分散・標準偏差を

求めることができる．

10週 資料の整理（二次元のデータ） 8．資料から共分散・相関係数・回帰直線を求めること
ができる．



11週 統計量と標本分布、特に大数の法則と中心極限定理
上記6
9．標本平均の分布について，その基本的な性質を理解
している．

12週 いろいろな確率分布 上記6
13週 統計的推定 10．母数に関する基本的な推定を行うことができる．
14週 統計的検定 11．母数に関する基本的な検定を行うことができる
15週 前期範囲のまとめ 上記7～11
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 数学 数学 数学

独立試行の確率、余事象の確率、確率の加法定理、排反事象の確
率を理解し、簡単な場合について、確率を求めることができる。 3

条件付き確率、確率の乗法定理、独立事象の確率を理解し、簡単
な場合について確率を求めることができる。 3

1次元のデータを整理して、平均・分散・標準偏差を求めること
ができる。 3

2次元のデータを整理して散布図を作成し、相関係数・回帰直線
を求めることができる。 3

評価割合
試験 合計

総合評価割合 100 100
配点 100 100


